






































　平成 23 年 9 月から 10 月にかけて当学科 5 名（有
賀、大石、登本、濱田、市毛）の教員が高等学校へ
出向き同じ生徒を対象に全 5 回の講義を実施した。
講義内容は Table 1 の通りである。
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Abstract:
　The Tokyo Faculty of Judo Therapy, which has an athletics trainer course, carried out several projects related to sports 
injuries.  The projects had several purposes: （1） to contribute to society by providing the knowledge about the ways to treat 
and prevent sports injuries; （2） to promote the collaboration between our university and the surrounding community; （3） to 
involve students in practical experiences.  Also, the projects were hoped to function as a part of the public relations efforts for 
our institute.
　In the case of “the lectures on the measures to prevent and treat sports injuries for high school athletes”, 62.3 percent of 
the participants answered that the lectures were “very useful” or “useful”.  In the case of “setting up a conditioning booth at 
the Adachi-ward Marathon”, 92 percent of the visitors answered that the provided services were “satisfactory” or “almost 
satisfactory”.  These activities proved to contribute to society, promote the collaboration with community, deepen students’ 
education, and function as a public relations activity.
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　調査項目は、5 件法を用い 6 つの項目に対して回答
Table	1　講義内容
内　容 担当
第 1 回 テーピングの目的・手首のテーピング実技 市毛
第 2 回 投球動作等の肩の使い方　下肢の運動連鎖 登本
第 3 回 膝関節のテーピング 濱田
第 4 回 セルフストレッチ　パートナーコンディショニング 大石




してもらった。アンケ トー項目は Figure 1 に示す。
　今回、回答頂いた生徒 48 名の種目別人数は、バ
スケットボール（2 名）、柔道（5 名）、空手（8 名）、










5. 非常に理解できた 7 人 14.6
4. 理解できた　 39 人 81.3
3. 少し理解できた　　 2 人 4.17
2. あまり理解できなかった　　 0 人 0.0








5. かなり実践できた　　 2 人 4.1
4. 実践できた　　 16 人 33.3
3. 少し実践できた　 25 人 52.1
2. あまり実践できなかった　 4 人 8.3








5. 非常に役に立った　　 3 人 6.3
4. 役に立った　　　 27 人 56.3
3. 少しは役に立った　 16 人 33.3
2. あまり役に立たなかった　　 2 人 4.2







５．非常に役に立った　　 3 人 6.3
４．役に立った　　　 17 人 35.4
３．少しは役に立った　　 25 人 52.1
２．あまり役に立たなかった　　 2 人 4.2







た。小学生以下で受講した生徒は 1 名、中学 1 年生、

























した。来所率では 10 キロマラソンの 60 歳台の女性
選手が 3.85%と高かった。しかし利用人数では、ハー
フマラソンに出場した 39 歳以下の男子が 25 名と多
くの利用を得た。
②	大会参加理由





























大項目 小項目 R（%） L（%） R/L（%）
頭部・頚部・顔面部 頸部 0.00 0 2.25 
上肢
（上肢帯・自由上肢骨）
肩甲骨 0.00 0 0.45 
肩関節 0.00 0 0.45 
上腕部 0.00 0 0.45 
肘関節部 0.45 0 0.00 
体幹（胸郭）
背部 0.00 0 2.70 
腰部 0.45 0.45 11.26 
骨盤 0.45 0 1.80 
下肢
（下肢帯・自由下肢骨）
股関節 0.90 0 6.76 
大腿部 1.35 0.45 18.92 
膝関節部 2.70 0.9 13.06 
下腿部 0.90 0 26.13 
足関節 1.35 0 1.35 
足部 0.45 0 2.25 

































































なお、この報告は帝京科学大学平成 22 年度、23 年
度教育特別推進費によりおこなわれた。
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Figure	5	足立区フレンドリーマラソンコンデイショニング
	 実施の様子
